
 

  岐阜市の風景は、長良川と金華山と人が一体となり、長い時間をかけて形作られました。 

特に長良川と人は、鵜飼、物流、祭りや花火大会などつながりが深く、そのことにより長良川流域に 

「岐阜らしい」風景、つまり人と自然が織りなす文化的景観が形成されました。 

また、人と長良川のつながりにおいて忘れてならないのが水です。岐阜市の人々は、生活に欠かすこ 

とのできない水を長良川の伏流水を含む地下水から得ています。 

  岐阜大学及び岐阜市教育委員会は、文化的景観についての様々な調査を行っており、金華地区の地下水 

の調査に取り組んできました。 

  「地下水が夏冷たく冬暖かいのは感覚的なこと？」 

「金華地区のお店と地下水との関係は？」 

このような疑問に答えることができそうな調査成果が得られています。 

  調査成果報告会を下記のとおり開催しますので、是非ご参加ください。 

 

記 

 

日 時 ： 平成２７年２月２３日（月）１９時より（９０分程度） 

     場 所 ： 金華公民館（ホール） 

     内 容 ： ① 神谷浩二・堀口翔（岐阜大学工学部社会基盤工学科） 

             「地下水の地域性とその有効利用に向けて」 

           ② 出村嘉史・周鴻（岐阜大学大学院工学研究科） 

             「地下水を利用した金華地区の生業」 

           ③ 参加者と発表者による意見交換会 

     主 催 ： 岐阜大学、岐阜市教育委員会 
 
   ※ 事前の申し込みは不要です。ご不明な点がありましたら、担当者までご連絡ください。 

 

 

                               連絡先 ： 岐阜市教育委員会  

社会教育課文化財係（高木） 

電話 ０５８－２１４－２３６５ 


